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1. まえがき

　電磁特性技術委員会は，高速高周波・低電力・高密度実
装における不要電磁エネルギの発生や回路間・機器間の相
互電磁干渉問題などについて，電磁気的特性をしっかり捉
えたアプローチにより，電磁適合性 (EMC: Electromagnetic 
Compatibility)を有する実装設計の実現を目的とした関連技
術を扱っている。学会では超高速高周波エレクトロニクス
実装研究会，EMCモデリング研究会，低ノイズ実装研究会
の 3研究会を統括して活動している。また，第一線で活躍
している方々を講師とした「サマーセミナー」や春季講演
大会での関連セッションなどの行事を企画・運営し，各研
究会それぞれの特徴を生かした活動成果を技術委員会の主
催行事にフィードバックすることで，実装領域での研究推
進と新たな技術創出を行い，業界の発展に寄与している。
本稿では，昨年の当委員会の活動内容とその中でのいくつ
かの内容を紹介することで，最近の電磁特性技術の動向に
触れることにする。

2. 2013年の活動から

　昨年は，第 27回春季講演大会において，回路・実装設計
技術委員会と合同で「高速伝送実装技術」の合同セッショ
ンを，また「高速高周波・電磁特性技術」の独自セッショ
ンを作り，この分野の最新技術報告に関して活発な情報交
換と議論を行った。さらに，ポスターセッションのショー
トプレゼンでは委員が座長を担当した。
　8月に開催した恒例のサマーセミナーでは，「学ぶ人も教
える人も基礎からわかる EMC～ここに気付くと EMCは面
白い～」をテーマに取り上げた。現在，多くの電子機器に
は「外部に電磁ノイズを出さないこと」と「外部からの電
磁ノイズによって影響を受けないこと」という，いわゆる
EMC (Electromagnetic Compatibility)性能が求められている。
製品の EMC性能は，LSI，パッケージ，基板，ハーネスな
どの電気系の部品はもちろんのこと，筐体などの構造体に
至るまでの製品全体が相互に関連する。このため，EMC性
能を向上させるためには，電気系だけでなく構造までも考

えた設計が必要となっており，機構設計や基板配線設計な
どの電気系以外を専門とする技術者にとっても，EMCは対
応すべき課題となっている。ただ，電気系以外の技術者が
EMC技術を「学ぼう」としたとたんに，「一体どこから手
を付けたらよいのか」，「はじめに何を理解すれば良いのか」
途方に暮れてしまう状況が見られる。一方で EMC技術を
「教える」側の電気系の技術者にとっても，EMC技術をど
のように伝えれば，構造設計や基板設計に反映されていく
ようになるのかといった課題があり，この年のテーマと
なった。他には，2012年度の「EMC設計技術実践講座」か
らの報告として，最も低ノイズの基板を設計したチームに
よる事例とポイントの紹介，さらにビアの数と配置による
放射ノイズ特性に関しての評価・解析結果 1)や，ライセン
スフリーの導体プレーンモデラと回路シミュレータとを組
み合わせたインピーダンス計算手法 2)など，第一線で活躍
している方々を講師としてお招きし，解説して頂いた。さ
らに，前回，好評だったイミュニティ問題に関するパネル
ディスカッションを「イミュニティの悩み　続編」と題し
て実施した。昨今話題になる事が多いものの，事例がなか
なか表に出てこないノイズ誤動作対策や耐ノイズ設計につ
いておよそ 140名の参加者を加えて幅広く意見と情報交換
を行った。
　当技術委員会の研究会活動では，低ノイズ実装研究会が
第 4回目となる「EMC設計技術実践講座」を，2012年に
引続き 6月から 11月まで全 8回に渡り主催，開講した。こ
の講座は，商品開発・回路・基板・意匠など，設計現場で
活躍中の技術者を対象にノイズの基本から分かり易く解説
し，体得してもらうことを目的とした。座学だけでなく，
10名以下にグループ分けされた参加者が，各自でモデル回
路をベースに CADやシミュレーションツールを操作して
実際に基板設計を行い，グループ単位で評価基板を作成し
た。それぞれの評価基板の放射ノイズを実際に測定・比較
し，ノイズの大小と基板設計の関係を分析してノイズ低減
に向けた基板設計方法を導出した。結果は，2014年のサ
マーセミナーでの発表を予定している。EMCモデリング研
究会では，主に電磁特性に関するシミュレーション検討を
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